
５ 平成28年度 学校経営の全体構想図

○学力の３つの重要な要素 日本国憲法
１ 基礎的・基本的な知識・技能 教育の目標 (第１章 第２条)
２ 知識・技能を活用して課題を解決するた 教育基本法 教育の目的 (第１章 第１条)
めに必要な思考力・判断力・表現力等，

その他の能力の育成 学校教育法 義務教育の目標
３ 主体的に学習に取り組む態度の育成 小学校の目的

・[生きる力]の理念の共有
・基礎的・基本的な知識・
技能の習得

○県学推「夢・にぬふぁ星プランⅢ」 ・思考力・判断力・表現力
○島尻教育推進の基本方針 等の育成
○糸満市の教育 ・授業時数の確保

・学習意欲の向上と学習習
経営の基本方針 慣の確立

○ 児童一人一人に確かな学力を定着 ・豊かな心健やかな体の育
させ「生きる力」を育むことを基本 成のための指導の充実
とし，「豊かな心の育成」「確かな学

めざす教育像 力の定着」「健やかな体の育成」や「基 児童の実態
【めざす学校像】 本的な生活習慣の形成」を学校経営 ・明るく活発で素直である
○明るく楽しい学校 の重点として据え，地域や保護者に ・学年相応の学力が身につ
○規律ある学校 応える特色ある教育活動を全職員の いてない子がいる。
○地域に根ざし信頼される学校 協働体制で取組む。 地域の実態
【めざす児童像】 ・地域伝統行事を継承し，
○自ら進んで学習に取り組む子 本校の教育目標 学校に協力的である。
○思いやりの心をもち自他ともに大 ○進んで学習する子 ・核家族が多い。
切にする子 ・よく聞き,よく考え,よく発表する子

○明るく元気な子 ○ねばり強く，思いやりのある子 家庭・地域との連携
【めざす教師像】 ・思いやりがあり自他ともに大切にする子 ○基本的な生活習慣の確立
○人間性豊かで正しい教育理念をも ○明るく元気な子 で学習を支える力を育成
ち研究と修養に励む教師 ・基本的な生活態度を身につける子 ○学習用具の準備の確認

○責任と協調性に富む教師 ○家庭学習の習慣化
○保護者と手を携えて歩む教師 一 事 徹 底 ○あいさつ，返事等の徹底

○ 読み・書き・計算の徹底

「夢・にぬふぁ星プランⅢ」 ー虹色・にぬふぁ星プランⅢー
児童一人一人に「確かな 学力」を向上させ「生きる力」を育む

豊 か な 心 の 育 成 確 か な 学 力 の 定 着 健 や か な 体 の 育 成
○発達段階に応じた指導で主体 ○学習を支える力の育成を図り，個に応 ○たくましく生きる児童を育成
的に意欲を持ち活動する取組 じた学習形態や指導体制の工夫 するために家庭や地域と連携
①道徳教育の充実 ①学習指導の工夫改善・充実 しながら健康で安全な生活が
②特別活動の充実 ②総合的な学習の時間の充実 できる能力と態度を育む。
③キャリア教育の充実 ③国際理解教育・外国語教育の推進 ①健康・安全教育の充実
④特別支援教育の充実 ④情報教育の推進 ⑤読書活動の充実 ②体力・運動能力の向上
⑤生徒指導の充実 ⑥家庭学習の充実 ⑦校内研修の充実 ③食の指導の充実
⑥人権教育の充実 ⑧諸テストの活用
⑦環境教育の充実 ○全国学力学習状況調査，県到達度ﾃｽﾄ

○形成評価問題，週案のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｸﾙ

基 本 的 な 生 活 習 慣 の 育 成
①生活リズムの確立
・早寝・早起き・朝ごはん・徒歩登校
・家庭学習時間の設定
②規範意識・マナーの育成
・元気なあいさつ，はきはきした返事，身の回りの整理整頓
・きまりを守る，自他のものを大切にする

小学校学習指導要領
教育内容に関する７つの改善点

１ 言語活動の充実
２ 理数教育の充実
３ 伝統や文化に関する教育の充実
４ 道徳教育の充実
５ 体験活動の充実
６ 外国語活動の充実
７ 社会の変化への対応，教科等を
横断して改善すべき事項


